
	第3節	 わが国の安全保障政策の体系
	 11	 三文書の策定の経緯
北朝鮮の弾道ミサイルの問題や、一方的な現状変更及

びその試みの継続、軍事バランスの急速な変化、宇宙・
サイバーといった領域や経済安全保障上の課題、これら
の現実から目を背けることなく、わが国の領土・領海・
領空そして国民の生命と財産を守り抜く必要がある。
岸田内閣総理大臣は、2021年10月の所信表明演説に

おいて、安保戦略、防衛大綱及び中期防の改定に取り組
むことを発表し、同年12月の所信表明演説において、国
民の命と暮らしを守るため、いわゆる敵基地攻撃能力も
含め、あらゆる選択肢を排除せず現実的に検討し、ス
ピード感を持って防衛力を抜本的に強化していくこと、
そのために新たな安保戦略などを、おおむね1年をかけ
て、策定する旨発表した。これらを受け、政府は国家安全
保障会議における閣僚間の議論を同年11月以降、計18
回行うとともに、関係省庁が2022年1月から計17回に
わたり、外交・防衛のみならず、経済安全保障、技術、宇
宙、サイバー、気候変動など多岐にわたる分野の有識者
合計52名からヒアリングを行った。また、同年9月以降
4回開催された「国力としての防衛力を総合的に考える
有識者会議」や、10月以降15回開催された与党ワーキ

ングチームなどで、活発な議論が積み重ねられた。
こうした議論を踏まえ、政府は、2022年12月、わが
国の国家安全保障政策にかかる主要な文書として、「国
家安全保障戦略（安保戦略）」、「国家防衛戦略（防衛戦
略）」及び「防衛力整備計画（整備計画）」の三つの文書
（三文書）を閣議決定した。

2022年12月16日閣議決定時の岸田内閣総理大臣記者会見の様子 
【首相官邸HP】

	 22	 わが国の国家安全保障政策の体系
安保戦略は、外交政策及び防衛政策を中心とした国家

安全保障の基本方針として、2013年12月に、それまで
わが国の防衛政策がその基礎をおいていた「国防の基本
方針」に代わるものとして、わが国として初めて策定さ
れたものである。戦後最も厳しく複雑な安全保障環境に
直面していることを受け、これまでの外交・防衛分野の
みならず、経済安全保障、技術、情報も含む幅広い分野
の政策に戦略的な指針を与えるものとして、2022年12
月に新たな安保戦略が策定された。
そのうえで、安保戦略を踏まえ、わが国防衛の目標や

これを達成するためのアプローチ・手段を示すものとし
て、同年12月に防衛戦略が初めて策定された。これは、
1976年以降6回策定してきた自衛隊の防衛力整備、維
持及び運用の基本的指針である防衛計画の大綱（防衛大
綱）に代わるものである。安保戦略と防衛戦略はともに
おおむね10年間程度の期間を念頭に置いている。
整備計画は、防衛戦略に従い、防衛力の水準やそれに
基づくおおむね10年後の自衛隊の体制、5か年の経費総
額や主要装備品の整備数量を示した中長期的な計画とし
て2022年12月に初めて策定された。従来、将来の防衛

資料：「国家安全保障戦略」・「国家防衛戦略」・「防衛力整備計画」
URL：https://www.mod.go.jp/j/policy/agenda/guideline/index.html
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力の水準については、防衛大綱で示し、防衛力整備にか
かる5か年の経費総額などは防衛大綱を踏まえた中期防
衛力整備計画（中期防）で示してきたが、防衛力の水準
と5か年の経費総額を統合した整備計画にすることで一
貫性のある形にした。

図表Ⅱ-1-3-1（「国家安全保障戦略」、「国家防衛戦
略」、「防衛力整備計画」及び年度予算の関係）、図表
Ⅱ-1-3-2（戦略文書体系の変化）、資料1（国家安全
保障戦略について（令和4年12月16日国家安全保
障会議決定及び閣議決定））、資料2（国家防衛戦略に
ついて）、資料3（防衛力整備計画について）、資料4
（国家安全保障戦略について（平成25年12月17日
国家安全保障会議決定及び閣議決定））、資料5（平成
31年以降に係る防衛計画の大綱について）、資料7
（中期防衛力整備計画（平成31年度～平成35年度）
について）

 参照

図表Ⅱ-1-3-1 「国家安全保障戦略」、「国家防衛戦略」、
「防衛力整備計画」及び年度予算の関係

国家安全保障戦略

国家防衛戦略

防衛力整備計画

年 度 予 算

防衛に関する
戦略的指針を
踏まえて策定

防衛の目標などを
具体化

具体化された
事業に基づき、
年度予算を編成

外交、防衛、経済安保、技術、サイバー、情報
等の国家安全保障戦略に関する分野の政
策に戦略的指針を付与

（おおむね10年程度の期間を念頭）

防衛の目標を設定し、それを達成するため
の方法と手段を示すもの
－　防衛力の抜本的な強化（重視する7つの能

力を含む）
－　国全体の防衛体制の強化
－　同盟国・同志国等との協力方針

（おおむね10年程度の期間を念頭）

わが国として保有すべき防衛力の水準を
示し、その水準を達成するための中長期的
な整備計画で以下の内容を含むもの
－　自衛隊の体制（おおむね10年後の体制を念

頭）
－　5 ヵ年の経費の総額・主要装備品の整備数

量（特に重要な装備品等の研究・開発事業
とその配備開始等の目標年度などを本文
に記載）

情勢などを踏まえて精査のうえ、各年
度ごとに必要な経費を計上

図表Ⅱ-1-3-2 戦略文書体系の変化

国家防衛戦略

国家安全保障戦略

防衛力整備計画

現在の戦略文書体系

・　わが国として保有すべき防衛力の水準を示し、その水
　準を達成するための中長期的な整備計画で以下の内容を
　含むもの
－　自衛隊の体制（おおむね10年後の体制を念頭）
－　5ヵ年の経費の総額・主要装備品の整備数量（特に重要
　な装備品等の研究・開発事業とその配備開始等の目標年
　度などを本文に記載）

・　防衛力の整備、維持、運用の基本的指針
・　わが国として保有すべき防衛力の水準としての
　自衛隊の体制を規定

（おおむね10年程度の期間を念頭）

防衛計画の大綱（2018年）

国家安全保障戦略（2013年）

中期防衛力整備計画（2018年）

・　5ヵ年の経費の総額の限度・主要装備の整備数
　量を明示

・　国家安全保障に関する最上位政策文書
・　外交政策及び防衛政策を中心とした国家安全
　保障の基本方針

（おおむね10年程度の期間を念頭）

これまでの戦略文書体系

・　防衛の目標を設定し、それを達成するための方法と手
　段を示すもの
－　防衛力の抜本的な強化（重視する7つの能力を含む）
－　国全体の防衛体制の強化
－　同盟国・同志国等との協力方針

（おおむね10年程度の期間を念頭）

・　国家安全保障に関する最上位政策文書
・　外交、防衛に加え、経済安保、技術、サイバー、情報
　等の国家安全保障戦略に関連する分野の政策に戦略的指
　針を与える。 （おおむね10年程度の期間を念頭）
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